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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　　令和　　年　　月　　日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

　 ※｢生｣：生徒アンケート， ｢保｣：保護者アンケート

①進路実現
・就職に係る進路実現
・進学に係る進路実現

①授業改善
・適切な指導内容と進度
・主体的に学ぶ姿勢の確立
・丁寧な指導
・ICTの効果的な活用

②探究活動の充実
・大学との研究連携
・企業との研究連携

令和７年度実績と比較し、総合的
に評価する。
①進路実現
・就職合格率(92.7%)
・大学進学率(60.2%)
保「本校の進学先充実度」(96.4%)
保「保護者の満足度」(98.9%)

①授業改善
生「授業満足度」[専門](78.2%)
生「教え方」[専門](81.2%)
生「授業理解度」[専門](62.8%)
生「授業進度」[専門](64.8%)
生「ICTの効果的活用」[専門](新規)
生「授業満足度」[普通](76.7%)
生「教え方」[普通](89.1%)
生「授業理解度」[普通](75.5%)
生「授業進度」[普通](74.9%)
生「ICTの効果的活用」[普通](新規)
②探究活動の充実
・大学との研究連携状況
・企業との研究連携状況
※( )内の数値は令和７年度実績

○出席状況
「遅刻割合」
「欠席割合」

○生徒アンケート評価項目
「生徒の規律遵守」
「教員の生徒理解」
「生徒相談対応」

○生徒アンケート評価項目
「資格・検定取得の意欲」
「部活動満足度」

○その他の評価項目
「ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰ表彰」
「専門資格等取得表彰」
「コンテスト・研究発表会」
「部活動実績」

①基本的生活習慣の確立
　・遅刻・欠席者数の削減
　・生徒の規律遵守
　・教員の生徒理解
　・学校の生徒相談対応
　・挨拶の励行

①課外活動の充実
　・資格取得の推進
　・コンテスト参加の推進
　・研究発表会参加の推進
　・生徒会活動の充実
　・部活動の充実
　・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加の推進

令和７年度実績と比較し、総合的
に評価する。
①基本的生活習慣の確立
・遅刻割合(2.09%)
・欠席割合(2.63%)
生「生徒の規律遵守」(93.0%)
生「教員の生徒理解」(79.5%)
生「相談対応」(74.2%)
生「挨拶の励行」（新規）
生「校内の美化」（新規）

①課外活動の充実
・ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰ表彰(26名)
・専門資格等取得表彰(38名)
・コンテスト・研究発表会参加実績
・部活動活動実績
生「資格・検定取得の意欲」(90.1%)
生「部活動満足度」(71.5%)

※( )内の数値は令和７年度実績

○地域社会との連携
「地域事業・行事参加状況」
「中高接続のキャリア教育
　実践」

○情報発信
「ＳＮＳへの投稿数」
「ＳＮＳのフォロワー数」
「効果的なＳＮＳの発信」

○保護者アンケート評価項目
「生徒の高校生活充実度」

①地域社会との連携
　・地域事業･行事への参加
　・中高接続のキャリア教育
　　実践

①情報発信
　・ＳＮＳへの投稿数
　・ＳＮＳのフォロワー数
　・効果的なＳＮＳの発信

②保護者から見た充実度
　・生徒の高校生活充実度
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【課題】
・地域社会との連携を開かれた学
　校づくりに生かし、社会性豊か
　な人材を育成する。
・本校の教育活動を効果的に発信
　するために、ＳＮＳやメディア
　を活用する。専門高校の教育内
　容を県民に広く周知する。
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【課題】
・幅広い進路実現に対応できるカ
　リキュラム及び授業を充実させ
　る必要がある。
・工業科の学科間連携に限らず、
　教科を越えた学習活動により、
　新たな時代を創る技術者の育成
　を実現する。

【課題】
・生徒が自主的に元気よく挨拶が
　できるよう指導し、キャリア教
　育を充実させることで自己実現
　に必要なことを考えさせ、学ば
　せる。
・資格取得やコンテスト、部活動
　や生徒会活動など、生徒が主体
　的にチャレンジできる機会を充
　実させる。

【現状】
・地域と連携した教育活動が行わ
　れている。
・日々の教育活動をホームページ
　等により情報発信している。

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

【現状】
・生徒はやさしく穏やかであり、
　授業も円滑に行われている。
・進学者が増加傾向にある。
・R8年度入学生から新しい教育課
　程を導入した。
・R8年度入学生から数学Ⅰ・コミ
　ュニケーション英語Ⅰで習熟度
　別学習を導入した。

令和７年度実績と比較し、総合的
に評価する。
①地域社会と連携
「地域事業・行事参加状況」
「中･高間キャリア教育実践状況」

①情報発信
・ＳＮＳへの投稿数(285件)
・ＳＮＳのフォロワー数(1,256名)
・ＳＮＳの反響等

②保護者から見た充実度
保「生徒の高校生活充実度」(97.0%)

※( )内の数値は令和７年度実績

○進路実績
「学年毎の計画的な進路指導」
「就職・進学状況」
「卒業後の定着状況」

○保護者アンケート評価項目
「本校の進学先充実度」
「保護者の満足度」

○生徒アンケート評価項目
「授業満足度」[専門・普通]
「教え方」[専門・普通]
「授業理解度」[専門・普通]
「授業進度」[専門・普通]

○その他の評価項目
「探究活動の充実(各連携)」
「ICTの活用状況と手法」

概ね達成(６割以上)
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【現状】
・出席状況・挨拶・身だしなみ・
　清掃など、生徒の基本的生活習
　慣は概ね良好である。
・部活動や生徒会活動、地域のボ
　ランティア活動への参加など
が、
　主体的・協働的に行われてい
る。

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　度　　　　目　　　　標

　　出席者　学校関係者　　　　　　名
　　　　　　生徒　　　　　　　　　名
　　　　　　事務局(教職員)  　　　名

年 度 評 価（　　月　　日 現在 ）

令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 川 越 工 業 高 等 学 校 ）

目指す学校像 　モノづくりをとおして新たな価値を見出し　新たな時代を創る技術者を育成する
※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標
　１ 高い志を持って自らの針路を定め、希望の進路を実現する力を育む
　２ 基本的生活習慣の確立並びに、果敢に高い目標にチャレンジする強い精神を育む
　３ 「社会に開かれた教育課程の実践」をとおして、キャリア教育を推進する


